
神戸市従業員労働組合下水道支部との交渉議事録 

 

１．日 時：令和４年５月30日（月）18：30～18：50 

２．場 所：建設局第一会議室 

３．出席者： 

（市）建設局総務課長、担当係長、下水道部経営管理課長、他３名 

（組合）市従下水道支部長、副支部長、書記次長、他２名 

４. 議 題：2022年度現業・公企統一闘争要求書受け 

５. 発言内容： 

（組合） 

要求書読み上げ 

 

（市） 

神戸市従業員労働組合下水道支部の皆様におかれましては、それぞれ現場の第一線におい

て、創意工夫を重ねながら、日々市民サービスの向上にご尽力いただいており、また本年

におきましても、引き続き新型コロナウイルス感染症への対応などもあり，非常に困難な

中で市民生活が維持できるよう懸命に取り組んでいただき感謝申し上げます。 

また、今年度も間もなく梅雨入りとなりますが、降雨時をはじめ日頃より対応にご尽力い

ただいておりますことを、この場をお借りして重ねて御礼申し上げます。今後とも、いつ

起こるかもしれない災害に対して、市民の安全・安心を守るためにご協力をお願いいたし

ます。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、ご承知のとおり令和4年３月21日をもって、

まん延防止等重点措置が解除されましたが、今後も引き続き、最大限の警戒を継続しつつ，

あらゆる事態への備えに万全を期する必要があります、これまでの対応の教訓を生かし，

市民のため，迅速かつ的確な行動がとれるよう，全職員が一丸となって感染拡大防止に努

めていく必要があります。 

さて、本市の財政状況につきましては、新型コロナウイルス感染症の出現により、感染拡

大防止対策などによる財政需要の増加や、市税・使用料などの減収により、厳しい財政状

況が継続しています。それに伴い、来年度の予算編成におきましても相当厳しい状況とな

ることが予想されます。 

そのため、引き続き行財政改革方針 2025 を強力かつ着実に実行していく必要があると考

えており、業務改革や事務事業の見直し、業務プロセスの見直し、官民の役割分担の的確

な見極め等に取り組む必要があると考えております。 

本日は、「2022 年度現業・公企統一闘争要求書」をお受けいたしました。皆様の切実な

要求として局内で検討させていただきまして、勤務労働条件に関するものについて、後日

改めて回答させていただきますのでよろしくお願いします。 


